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研究成果の概要（和文）：オープンナガヤ大阪の狙いは、大阪長屋と長屋暮らしの魅力という情報を、多くの人
に提供し、それを通して長屋に関わる人々の直接的な情報交流の場を作り、長屋の保全と活用を一層進めること
であり、このイベント自体が１種の不動産情報提供システムと言える。加えて、その企画、準備のプロセスにお
いて、様々なメディアを、多角的、立体的に駆使し、融合させることによって（メディアミックス）、システム
として創造的なものになりその効果は飛躍的に高まる。これは、3年間のイベントの規模、来場者の評価、長屋
改修事例数、社会的評価（受賞）といった指標により確認できた。

研究成果の概要（英文）：The aim of Open Nagaya Osaka is providing attractive information of Osaka 
Nagaya and life in Nagaya to many people , in the event we make direct interchange places for 
relevant people, and advance preservation and practical use of Nagaya. In short this event is one 
kind of providing system for real estate information. In addition, through the process of planning 
and preparation, full use and fusion of various media make this system more creative and effective. 
These have been confirmed by following indexes, scale of
event ,evaluation by participant, the number of renovation units, and social evaluation.
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
まちづくりに関わる大規模な社会実験調査を、継続的に実施し、その発展要因の一つとして、メディアを複合的
に捉え、分析している点、さらに創造的な不動産情報を提供することによって、関係主体、特に不動産所有者、
入居希望者への動機付けが進むことを明らかにした点に学術的意義がある。同時に、南海トラフ地震の危険性が
叫ばれる中で、木造長屋の耐震補強を進め、都市を減災化・安全化し、また賑わいのある魅力的なまちにするこ
とで都市の再生に大きく貢献するという社会的意義がある。
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１．                                                  研 究 開 始 当 初 の 背 景

( ) につい
てどうして良いか分からずに悩み、手をこまねいているのが厳然たる事実であり、その所有者 
たちの所在を把握することすら困難な状況であることも、これまでの研究の中で明らかとなっ  
た。すなわち、構築してきた大阪市大の長屋再生モデルを活用しつつ、関係者とりわけ長屋所  
有者へ情報提供し普及していくことが、緊急で重要な社会的責務として求められていた。 

 

２． 研究の目的 

本研究は、社会実験オープンナガヤ大阪を実施する中で、メディアミックス（ソーシャルメデ  

ィア、ウェブ1.0、マスメディアなどの双方向的連携システム）を活用し、両者を統合した不動   

産情報提供システムを開発する。オープンナガヤ大阪は危機に直面している大阪の優良な長屋を  

救うために、長屋を一斉公開し、長屋所有者、入居希望者、専門家、行政など関係各主体に対

し、長屋の保全、利活用に関するリアルな情報を提供し情報交換する場である。ソーシャルメ

ディアとしてはSNS:Facebook、Twitter、LINE、Youtube を、ウェブ1.0 としては大学及び本イ

ベントの公式ウェブサイト（HP）、マスメディアとしては新聞、雑誌、TV を、またリアルなメデ

ィアツールとしてはフライヤー的なチラシ、ガイドマップを想定している。関係者とりわけ長  屋所有

者の動機付けを大きく進め得る情報システム（創造的コンテンツ、情報提供者、場の設定、メ

ディアの組み合わせ、使い分け）を構築することを目的とする。 
 

３．研究の方法 

(1) 不動産情報提供者へのヒアリング 

(2) 長屋所有者へのヒアリング 

(3) 長屋居住者へのヒアリング 

 
①上記(1)〜(3)を進めるため、研究協力者を中心に、大阪長屋居住文化研究会を組織し、長屋  

居住者、長屋所有者、不動産情報提供者を招き、以下の座談会、研究会等を開催することに

よって、報告、討論を行い、報告書にまとめた。 

「長屋暮らしを語る」 
「大家さんが語る大阪長屋の魅力・経営・これから」 

「京（みやこ）と浪速の不動産屋さん－住まいとまちの価値を高める」 
②以下の(5)オープンナガヤ大阪、オープンナガヤスクールの開催の中で、アンケート調査を 

実施し、イベント前後での評価の変化、メディアの効果を測定した・・・(4)を含む。 
 

(4) メディアミックスによる情報発信 

(5) オープンナガヤ大阪の開催 

(6) 大阪長屋保全ネットワークの拡大、強化、長屋保全システム構築 
 

③上記(4)〜(5)を進めるためオープンナガヤ大阪を、研究期間中、毎年3回開催した。また当  

初計画にはなかったオープンナガヤスクールを、計13回開催した。実行委員会をオープンミー  

ティングとし、計12回開催し、団体内外の情報交換の場とし、口コミ広報による参加者の増加  

を図った。 

④同時に(6)のネットワーク構築を進めた。さらに最終年度は参加会場長屋間のコミュニケー 

ションを円滑にするために、エリア別のグルーピングを行い、情報交流の密度を高めた。 

⑤ソーシャルメディアとしてはSNS:Facebook、Twitter、LINE、Youtube、Instagram を、ウ

ェブ1.0  としては大学及び本イベントの公式ウェブサイト（HP）、マスメディアとしては新

聞、雑誌、FMラジオを、それぞれ活用した。マスメディアについては計27件の掲載があっ  た。

イベントの告知、広報だけでなく、随時情報発信し、メディアにおいても通年化を進め 

た。またリアルなメディアツール としてはフライヤー、ガイドマップ、活動記録集を各年度 

ごと、計９種類を発行し、普及した。通年のオープンナガヤプロジェクト、リアルメディア、  

ソーシャルメディア、マスメディアを、相互応答的にクロスさせ、いわば立体的なメディア

ミックスを進めた。 



４．研究の成果 

社会実験として、オープンナガヤ大阪を、それ以前の5回からの延長として、第6回2016年 

から第8回2018年まで３カ年開催した。その会場数、のべの来場者数が以下の表である。 
 

 
 

まちづくりを「本物」にするには、不動産所有者の心を掴み、背中を押すことが決定的  

に重要である。賃貸の長屋の場合、大家さんと呼ばれるが、多くの大家さんは、空家が

徐々に増えていく長屋に対して、いずれは潰して駐車場にするか、マンション開発業者に  

売るということを考えている。 

しかし、将来の経営の見通しが立った時、すなわち入居希望者が列をなして待つ状況が  

イメージできた時、大家さんは、例えば空き家を潰すのではなく、改修しようと決断す

る。そういう事例を実際に見て、体感し、納得する、そんな情報が得られる場が必要不可  

欠である。 

入居希望者は、当初から長屋にこだわっている人はそう多くはなく、仕事や生活のため  

に、安くて、使いやすく、立地も便利な物件を探しているうちに、長屋にたどり着いたと  

いうケースが多かった。住んでみて、その魅力に気がつき、今は満足している人が増えて  

いる。しかしここ数年、お洒落な長屋の暮らし、商い、そして心地好さそうなコミュニ

ティに触れ、こんな長屋に住んでみたいと最初から考える人も増えている。 

大家さん、入居希望者に対して、安心で、ワクワクする情報、いわば「生き生きした長  屋

情報」の提供することが、その心をつかみ、動かす。これは暮らしが、人生がどう展開   す

るか、どう夢が叶うかという生き生きとしたイメージを沸き立たせる、創り出す情報で   あ

るので、本研究では一般化して「創造的不動産情報」と呼ぶ。これを提供する仕掛け、   シ

ステム、いわば創造的不動産情報提供システムについて、オープンナガヤ大阪の取り組   み

が果たしてこのシステムとなり得るかという仮説を、3年間の社会実験によって、検証し 

た。 

オープンナガヤの実行委員会は、会場長屋を公開してくれる居住者、大家さんで構成さ  

れるが、その多くの人々には、ある共通性がある。伝統的な木造の長屋を愛し、そこで周  

りの人々へ居場所をオープンに提供し、アートや福祉の力で小さな幸せのおすそ分けをす  

るというミッションを持ち、さらに人をつないで広げていくネットワーカーである・・・  

このような人々を、本研究では長屋人（ながやびと）と名付けた。彼らの生き方、暮らし  

方、人との接し方は、創造的と言っていいだろう。こうした傾向は、毎回の実行委員会で  

の交流、数回の大阪長屋居住文化研究会座談会における、報告、討論によって、確認され  

た。 

未だ長屋人ではない悩める大家さんや、長屋入居を希望しているが逡巡している人たち  

が、美しく改修された長屋を訪れ、長屋人たちに出会い、話を聞くことによって、本物の 

「いきいき大阪長屋情報」を得て、背中を押されることになる。 
不動産屋、専門家、各種メディアは、こうした出会いのきっかけを与える「間接的な」  

機能を持っている。マスメディアは一方向だが強力な情報発信力を持つ。ソーシャルメ

ディアは、双方向的だが、マスメディアなどの動きを受けて、爆発的な発信力を持つこと  

があった。 

それに対して、オープンナガヤ大阪それ自身は、長屋と長屋暮らし、そして長屋人、そ  

れぞれの魅力が伝わる出会いの場を提供するという「直接的な」機能もっていることが、  

特徴である。具体的には、来場者はガイドマップを手に、長屋を廻り、内覧、相談会、

ワークショップ、ギャラリー、飲食、お茶会、コンサート、まち歩き、講演会、シンポジ  

ウムなど様々な体験のなかで、実行委員である長屋人と直接対話する。 

しかし、これは2015年度までは年一回のイベントであったため、その情報発信力には限界 が

あった。そこで、本研究を開始した2016年度には、オープンナガヤ・スクールを立ち上 げ、

その後３カ年で計13回のべ約300人参加のの講座を開講した。これは、長屋を会場 に、20

〜30人の少人数、予約制で、テーマを決め、数時間の密度の濃い実践的な講座であ 

るところに特徴がある。DIY、福祉、リノベーション、耐震、お風呂などの、テーマを立て 

たことにより、長屋以外のテーマに関心のある来場者への幅が広がり、結果的にオープン   

ナガヤの来場者の幅も広げることにつながった。 



並行して、実行委員会をオープンミーティング形式にして、新規参加者を広げていっ

た。これによって、長屋の所有者、居住者に限らない関係者も参加し、多くの新たな出

会いが発生し、多様な立場の人々のネットワーキングが進んだ。 
スクール、オープンミーティング、加えて通年使用可のガイドマップによって、いわ

ばオープンナガヤの通年化を実現し、情報発信力が高まった。ネットワーキングが進む
ことにより、新たな出会いや動きが発生し、より創造的になっている。メディアも、マ
スメディア、ソーシャルメディアともに、通年で情報発信が行われるようになった。 

通年化を実現した2016年度の第6回では会場数、来場者数とも、前年度の約１.５倍と
急増し、その後会場数は40件超と高止まりだが、来場者は17年度3,500人、18年度4,800 
人と着実に増加している。数字で見る限り、右肩上がりである。年度ごとに、本イベン
トの組み立て、すなわち運営、体制を、修正、改善してきたことが、現時点では功を奏
していると言えるのではないか。 

このイベントの本来の目的は、大阪長屋の良い、魅力的な事例を、情報発信すること
によって、大阪長屋の保全・活用を推進することにある。これを機にどれだけ保全・活
用が進んだのか。厳密にはその量はつかめておらず今後に残された研究課題であるが、
大阪市大による、改修事例は2007年から2017年までで、６箇所20戸である。並行して数
人の建築家による数戸から十数戸の改修事例が見られる。 

オープンナガヤ、スクールの来場者の、参加の前後の長屋に対する評価は、総じて 
「暗い」「古い」「住みにくそう」から、「明るい」「お洒落」「住みやすそう」と変
化が見られる。会場長屋が、他人に見てもらいたいという高いレベルの建物である事の
反映であるが、大阪長屋が持っている可能性を示唆しているといえよう。 

 

すなわち、一般に不動産情報提供システムは、メディアと場と、情報の発信者（人） 
の３要素により構成される。情報の発信者が創造的であるときシステムは創造的とな 
る。このシステムはメディアと場を、多様化、融合化（メディアミックス）し通年化す
ることによって、情報発信力が高まり、並行してオープン化することにより、情報の発
信者のネットワーキングが進む。ネットワーキングが進むことにより、新たな出会いや
動きが発生し、より創造的になるとまとめることができる。 

 
①2018年3月第５回福祉住環境サミット・福祉住環境アワード「住まいづくり部門」優秀
賞、「大阪長屋の保全活用とネットワーク形成に関する研究」、大阪長屋居住文化研究会
（代表：藤田） 
②2018年度日本建築学会著作賞「いきている長屋 大阪市大モデルの構築」共著 
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